
令和元年度認定こども園リーチェル幼稚園における学校関係者評価および自己評価の結果報告 

自己評価アンケート集計日 令和2年 3月 2日 

学校関係者評価委員会評価実施日 令和2 年3月 4日 

 

１．園の教育目標 

  心身ともにたくましい子になろう 

２．認定こども園リーチェル幼稚園の具体的な保育指針 

自分で出来ることは自分でやる気概を育てる 

知性・思考力と好奇心、創造性の伸長 

身近な動植物を愛し、自然や社会の事象に興味・関心をもつ 

体力の向上をはかる 

１０の約束（幼児期に身につけたいモラル）を実践する 

 

３．学校評価項目の取り組み状況・達成結果の評価 

  自己評価 学校関係者評価委員会 

 評価項目 評価 反省と改善点 評価 意見 

１ 保育の計画性 Ｂ 

こども園となり、長時間保育の園児が増加し、

その保育に人員が必要となり、今までできてい

た教材研究・保育研究等の時間確保が難しく保

育計画のため超過勤務となることがあった。で

きるだけ時間内でできるよう保育の見直しや

勤務体制の見直しが必要である。しかし、計画

はおおむね計画通りおこなうことができた。 

 

A 

園の全体の計画から各学年の保育計画、月

間保育計画など、しっかりとした計画性を

もって、この一年間をおおむね計画通り実

践することができた。 

乳幼児教育の充実が求められている今、さ

らに創意工夫を施し、よりよい教育保育の

提供を求める。 

２ 
保育の在り方 

園児への対応 
A 

職員数を増やし、きめ細かいサポートができる

ようにし体制づくりに努めた。保育内容につい

ては乳児、幼児を隔てることなくそれぞれを連

携させ、今以上に関わりをもてる保育にしてい

きたい。 

長時間保育児がこれから年々増えていくこと

を考慮し、教諭の保育体制を工夫改善し、園児

への充実した教育保育の提供を構築していく

必要がある。 

A 

こども園３年目となり充実した保育実践

をおこなうことができている。また保育補

助の体制も拡充し、園児への細やかな対応

に努めている。 

こども園という形態を活かし、長時間保育

の園児たちへの更なる保育の充実や、異年

齢との、特に乳児との関わりを充実させ、

こども園の環境を生かした保育をさらに

実践していけるとよい。 

３ 

教師としての 

資質・能力 

良識・適性 

A 

各教諭に対する保育技術向上のために必要な

研修に積極的に参加し、キャリアアップに向け

た研修をより充実させた。また療育支援等、専

門知識を高め、個々の保育技術の向上・資質向

上に努めた。 

A 

夏期におこなわれる県の研修や年間を通

しておこなわれる外部の研修に積極的に

参加し教師の資質向上に努めている。 

園内研修や職員全体会議等を利用し職員

全体の資質向上に努め、より良い組織を築

いていく姿勢がとてもよい。 

４ 
保護者への 

対応 
B 

保育参加や保護者参観会、行事等をとおし保護

者に園のことを理解してもらう機会をつくり、

また父母の会活動をとおして園との距離を縮

めてもらうよう努めた。しかしながら相互理解

をより深めるためにも、保護者とのコミュニケ

ーションの機会を増やすための工夫が求めら

れる。 

 

B 

保護者が園に協力してもらうためには園

とのコミュニケーションの機会を多くも

つことが大切である。保護者会と協力して

園活動をおこなっており良いと思う。これ

からも保護者と園の相互の理解と協力必

要である。 

また近年共働き世帯が増えており保護者

会の運営についても改善が必要。 

５ 

地域の自然や 

社会との 

関わり 

A 

地域のイベントへの参加や老人ホームへ訪問

を通し地域社会との関わりをもち、また近くの

森や公園、市街地などへの園外保育や夏期保

A 

保育に地域の場を活用しており、また郷土

愛を育む工夫がなされ、子供たちの社会性

を養う活動がおこなわれており、とてもよ



育、サマーキャンプを通して自分たちの住む富

士宮の恵まれた環境や自然を感じ、社会性や郷

土愛育む機会となった 

 

い。 

６ 研修と研究 A 

食育プログラムを導入し、給食職員と連携し食

育の充実を図った。また運動面では園庭の遊具

を効果的に利用した運動遊びを取り入れ、子供

たちの運動への興味関心を向上させることが

できた。 

A 

教育内容がより充実したものとなるよう

教育研究に努めていって欲しい 

＊結果の表示方法   十分達成されている   A 
達成されている   B 
取り組まれているが、成果が十分でない C 
取り組みが不十分である   D 

 

 

 

４．アンケートによる自己評価（教職員）および保護者による学校評価の結果 

 

 項目 質問内容 自己評価 学校評価 

1 
理念・ 

教育方針 

園の教育に関する考え方 82.8 

78.1 

85.0  

87.2 

運動に対する取り組み 79.7 87.1  

子ども達のしつけに対する取り組み 78.1 88.6  

取り組んでいる教材について 69.5  84.0 

食育の活動（栽培収穫の活動、も～ぐもぐ Day等）について 80.5  91.5  

2 
教職員の 

取り組み 

教職員の保護者への対応(挨拶・話し方等)について 71.1  

68.3 

82.5  

75.3 

教職員が子どもと接する姿・雰囲気について 71.1  82.8  

先生の人数について 68.0  66.5  

教職員の年齢層(年齢のバランス等)について 67.2  73.3  

園と保護者とのコミュニケーション機会の充実度について 64.1  71.3  

3 

教育・保育に

関する 

サービス 

預かり保育の実施について 74.2  

74.1 

81.5 

80.5 

長期休みの預かり保育実施について 72.7  76.7  

給食の実施について 88.3  93.4 

保護者同士の繋がり・コミュニティ・PTA活動について 70.3 67.5  

保育の内容、カリキュラムについて 68.0  81.1  

放課後の園で課外活動をおこなっていることについて 66.4 79.3 

運動会や発表会、季節の行事の充実度について 79.0 84.4 

4 
施設・設備・

環境 

設置されている遊具について 79.0  

76.0 

86.4  

80.0 

園内の清潔感について 70.3 79.9 

駐車スペースについて 78.1  69.2 

園児への安全性の配慮について 68.8  81.3  

園内の自然環境の充実について 84.4  86.7  

立地環境(通いやすさ等)について 75.8  76.4  

5 その他 

園の歴史の長さ、伝統、格式について 71.9  

70.7 

76.2  

74.7 
地域での知名度、認知度、評判について 66.4  77.0  

月謝（保育料、特定負担保育料等）について 70.3  68.4  

送迎バスの有無について 74.2  77.0  



５．保護者アンケートによる重要度と満足度の調査結果 

   ※重要度とは幼稚園選びの際にどの項目を重視しているのかを示し、満足度とはリーチェル幼稚園の取り組みに対する各項目の印象(満足度)を示しています 

 

 



６．学校関係者評価委員会による総評 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．今後取り組むべき課題 

 

課題 具体的な取り組み方法 

教職員の資質向上、子供や保護者への

対応の充実 

教育保育の質の向上には、教職員一人ひとりの資質向上はもちろ

ん必要であるが、教職員の増員にも力を入れて欲しい。数を増や

すことにより、より手厚い保育が実現でき、教育保育の質の向上

につながる。さらには子供や保護者への対応についても気めこま

やかな対応が実現できる。 

教職員の研修については計画的に取り入れ、一人ひとりの資質向

上に努める。 

園児への安全性の強化 

園における危険個所の把握と危機対応による研修を重ね、教職員

全員の意識を向上させる。 

また不審者対応、自然災害、園内感染、アレルギー対応などのマ

ニュアルを再確認し、非常事態に落ち着いて対応できるよう日頃

から訓練を重ねる。また新型コロナウイルス感染症への対応も必

要になってくる。 

駐車場、園への通園の問題 

保護者への交通マナーの徹底をおこなう。 

近隣の方々に迷惑がかからないよう登園・降園時のルール改訂と

マナーを徹底する。 

施設・園庭等園内環境の整備・美化 

園内の清潔を常に重要課題として認識する。園内を清潔に保つこ

とで、感染症の拡大も防ぐことができる。安全・衛生の両面から

園内を清潔に保つよう努力してほしい。 

また安全対策への教職員の意識をさらに高め、園庭における職員

配置の改善や園庭の環境整備を進める。 

預かり保育の充実 

年々共働き世帯が増えている状況にあり、長期休みの預かり保育

の需要が高まっている。職員確保等の問題はあるが、安心して預

けられる環境整備や仕組みづくりが必要である。充実した預かり

体制を整えるために努力をしてほしい。 

 

学校評価の5項目すべてにおいて昨年よりも平均値が上がり、各項目についても、昨年より

もよい評価をいただけた。また園の理念・教育方針に対する保護者の理解も高く、しつけやカ

リキュラム、運動・食育に関する園の取り組みに高い評価をいただけている。こども園として

より満足いただけるようさらに教育保育の内容を充実させ、子供たちがより主体性をもち、ま

た子供たちの可能性をもっと引き出す活動を増やしていくとよりよい乳幼児教育が実践されてい

くと思う。 

保護者の満足度調査により職員数について保護者の満足度が低い項目としてあげられ、さら

なる教員確保をお願いするとともに、教職員一人ひとりの資質向上にも力を入れていって欲し

い。それと同時に教職員の働きがいについても、職場環境の改善を進め、長く勤められる環境

づくりの構築をお願いしたい。 

また園と保護者とのよりよい関係づくりへの工夫も求められる。子供を中心とした共育をと

おして、子供も保護者も園も先生もそして地域も育つ仕組みづくりに挑戦していってもらいた

い。 

園が子育て支援のより良い拠点になるべく、これからの期待も込めて学校関係者評価委員会

としての評価は A とする。 

 

 

総評 

 

 

A 


